
１　点検実施期間

２　点検施設

（１） 点検施設総数 1,245 施設

（２） 対象施設ごとの点検施設数

267 施設

332 施設

183 施設

463 施設

３　点検結果

（１） 要改善・改善予定箇所数

2,619 箇所

989 箇所

1,630 箇所

686 箇所

266 箇所

678 箇所

道路（県道、市町村道のうち小学校、公園等に隣接する道路）

公園（県管理、市町村管理の公園など）

令 和 元 年 11 月 25 日

ちゅらうちなー安全なまちづくり推進会議

近 年 中 に 改 善 予 定

未 定

令和元年 ７月８日（月）～７月２２日（月）

令和元年度「公共施設の防犯・安全点検」実施結果

建物（図書館、公民館、児童館など）

学校（公立の小中学校、私立幼稚園など）

改善を必要とした箇所（要改善箇所数）

すでに改善を行った箇所（改善済箇所数）

今後改善を行う箇所数（具体的な改善時期が未定の改善予定数）

今 年 度 中 に 改 善 予 定

　県では、毎年、犯罪のない安全で安心なまちづくりを目指して取り組む「ちゅらさん運動」の一
環として、公共施設の防犯・安全点検を実施しています。
　これは、施設の点検を実施して、必要な対策を行うことによって、

①　子どもたちが安全に安心して利用できる環境の確保に努めること。
②　公共施設の管理者をはじめ、県民の防犯意識の高揚及び犯罪の予防に資すること。

を目的に平成１８年度から行っている取組です。今年度、本事業の趣旨にご理解をいただき、

点検実施、報告にご協力いただいたのは県の施設の他、１４市町村及び２２市町村教育委員

会となっています。

　本年度の点検結果については、下記の通りです。

記



　（２）対象施設ごとの措置状況 （単位：箇所数）

対象
施設

要改善
箇所数

改善
済み

改善
予定

12 4 8

66 50 16

29 5 24

7 0 7

62 0 62

0 0 0

0 0 0

176 59 117

62 21 41

205 37 168

49 22 27

0 0 0

85 3 82

12 1 11

80 6 74

13 0 13

506 90 416

45 21 24

129 40 89

24 9 15

13 8 5

37 10 27

52 17 35

18 11 7

11 7 4

329 123 206

328 151 177

473 216 257

227 105 122

70 45 25

244 66 178

219 89 130

47 45 2

1,608 717 891

2,619 989 1,630

事件事故発生時の警察・消防への通報体制は整備されているか。

合　計

総合計（道路・公園・建物・学校）

学
校

樹木、植栽、違法看板等で周囲から学校内の見通しがさえぎられていないか。

照明設備の明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等がないか。校内のトイレ等は清潔に保たれているか。

警備員の巡回や、防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合は、管理
が適切に行われているか。施錠の徹底等適切な管理体制が整っているか。

フェンス、柵などが壊れていないか、柵などが見通しを遮っていないか。

門扉・ドア等の錠の破損、ガラスの破損はないか。

建
物

樹木、植栽、違法看板等で周囲から建物内の見通しがさえぎられていないか。

照明設備の明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等がないか。施設内のトイレ等は清潔に保たれているか。

警備員の巡回や、防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合は、管理
が適切に行われているか。施錠の徹底等適切な管理体制が整っているか。

フェンス、柵などが壊れていないか、柵などが見通しを遮っていないか。

門扉・ドア等の錠の破損、ガラスの破損はないか。

遊具類の不具合や損壊、落書き等はないか

事件事故発生時の警察・消防への通報体制は整備されているか。

合　計

公
園

植栽、樹木等が適正に管理されているか。見通しがさえぎられていないか。

照明設備の明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等がないか。園内のトイレ等は清潔に保たれているか。

警備員の巡回や、防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合は、管理
が適切に行われているか。

フェンス、柵などが壊れていないか、柵などが見通しを遮っていないか。

門扉・ドア等の錠の破損、ガラスの破損はないか。

遊具類の不具合や損壊、落書き等はないか。

事件事故発生時の警察・消防への通報体制は整備されているか。

合　計

主な点検項目

道
　
路

放置車両や不法工作物等の有無。占有物件による見通しの妨げがないか。

植栽、樹木、雑草等で見通しがさえぎられていないか。

街路灯などの明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等が発生してないか。

ガードレール、歩行者安全柵等が適正に管理されているか。

防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合、適正に管理されているか。

住民等からの道路管理に関する通報・相談対応の体制は整備されているか。

合　計



①　道路

②　公園

③　建物

４　犯罪が起きにくい環境づくりなどへの独自の取組について（アンケートより抜粋）

犯罪が起きにくい環境づくりなどについて、各施設管理者等において次のような対策を講じています。

○週６日（平日：５日、週末１日）で道路パトロールを実施。
○職員間や他部署への情報を共有して、各種防犯対策へ活用している。
○定期的に道路パトロールを実施し職員間で情報を共有し、道路維持管理に努めている。

○週に一回程度、公園作業員が施設を巡り、気になった箇所を朝礼や終礼で報告している。
○公園の遊具等の点検を定期的に実施している。
○施設導入した各メーカーに現場確認していただき、修繕等対応している。
○公園の外灯をすべてLEDに替えて、公園内を明るくすることで犯罪が起きにくい環境づくりに取り組
んでいる。

○毎日、園児が登園する前、降園した後に施設内外の安全点検実施。
○危険な箇所があればスタッフ間での情報共有を行い、施設利用者にもいち早く告知等を行い、安
全対策に繋げている。
○警備員の巡視報告（毎日）、消防計画に基づく点検（消防設備年２回、各建物月１回）等
により見つかった不具合は、職員間で情報を共有しながら、速やかに補修し、防犯、安全対策に活用
している。
○地域交番や区長と連携をとり、夜間や休日の館周辺の巡回を依頼している。
○毎日早番遅番で施設の安全点検や巡回を行って、子どもの安全管理に努めている。
○入退室管理システムを用いて、施設内へ職員以外の入室を最小限に抑えている。
○ブロック塀を見通しの良いフェンスにする。
○さすまたを設置している。
○防犯カメラや機械警備システムを設置している。

④　学校

○日曜参観日の下校時は、親子で通学路を点検しながら帰宅してもらい、後日気になる場所を記
入してもらった点検表を提出してもらっている。
○日曜参観を通して親子下校を行ってもらい、校区安全マップに危険箇所等記載していただき学校
独自の安全防犯マップを作成し、全児童に配布している。
○校内安全マップを職員室に掲示して、危険箇所等が見つかれば追記できるようにしている。
○通学路の点検で確認した危険箇所を関係機関（行政・警察等）に伝え改善を図れるようにして
いる。
○２週間に１回のペースで、警察官の訪問指導により近隣の情報を共有している。
○保護者が輪番で、毎日PTA広報車を活用し校区内をパトロールしている。
○歩道沿いの植え込みは、通行人の顔が見えるように低く刈っている。
○警察の「安心ゆいメール」を活用して情報の迅速な取得と注意喚起に努めている
○来校者にはストラップを身につけてもらい、来校者と不審者の区別ができるようにしている。
○校門が暗いため、明暗センサー対応のLEDライトを設置した。
○学校側から校外側が見えやすいよう、ブロック塀の修繕はフェンスへと変更している。
○学校メールを通じて、教育委員会や警察からの注意喚起、不審者情報等を提供している。
○学校防犯システム「ツイタもん」を導入している。
※ツイタもんとは、大阪府のNPO法人ツイタもんが運営するシステムで、子どもたちの登下校をＩＣタ
グによって記録するシステムです。基本機能として、校門等の出入口に防犯カメラが無料で設置出来
ます。
※現在（令和元年10月11日確認）、県内の小学校では３２校が導入済みと確認しています。



自治体

公園・指定管理者

小学校・こども園等

５　事業の効果

公共施設の防犯・安全点検実施後のアンケートから下記の効果が確認されました。

６　アンケートより主な意見（アンケートより抜粋）

○これまで独自に行っていた安全点検に加え、防犯の視点を取り入れた項目も点検することにより、効果的な防犯・安全対策に繋
がっている。

○これまでと違った視点から点検を実施することにより、見逃していた危険箇所等を確認でき、安全確保や施設を管理することの重
要性を再確認でき、子ども達が安     全に安心して利用できる環境の整備が進んでいる。

○行政、警察と安全点検を実施することにより、通学路の安全について共有化を図ることができ、関係機関と連携した安全・安心な
まちづくりに繋がっている。

①防犯カメラに関する意見

○人通りの少ない路地については、防犯カメラの設置を検討しても良いと思います。道路管理者として
は、防犯カメラの設置（占用）を妨げる理由はございません。今回の点検箇所にも防犯カメラが設置
されていました。
○防犯カメラを設置したいが、予算や管理の面から、設置できていない。
○各区や小学校から要望があり、特に通学路に設置して欲しい旨の要望がある。平成２９年度に
１０基の防犯カメラを設置しており、一定の効果があると感じている。村や各区にて防犯パトロールを
実施しているが、限界があるため、抑止力を高めるためにも防犯カメラの増設は必要と感じている。

○沖縄県の御協力のもと、防犯カメラの設置数を増やしたいと思っていますのでご検討お願いします。
○施設には防犯カメラが設置されているところが多いとは思いますが、公園管理の上で屋外にもカメラ
の設置があれば犯罪の抑制にも繋がると考える。是非、県で 予算化して欲しい。

○防犯カメラ、モニターインターホン、遠隔解錠・施錠システムなどの導入を行政主導で実施していただ
ければとても助かります。
○学校独自で現在NPO法人「ツイタもん」と契約し防犯カメラ設置に向け取り組んでいる。近年社会
情勢も大きく変わり防犯カメラの必要性については、急務だと考える。行政の対応が遅い。
○小学校近隣の通りには、防犯カメラの設置箇所が少ない。犯罪抑止の観点から行政が主体となっ
て防犯カメラの設置を進めて欲しい。
○子どもの飛び出しや出会い頭の事故等が想定される場所や交通量の多い場所、死角になる場所
等への設置が増えることを希望します。
○児童の横断が最も多い横断歩道への、防犯カメラを設置して欲しい。
○防犯上設置したほうが良いが、設置費用および管理していく予算の確保が課題だと思う。
○村の行政にも申請していますが、まずしっかりと予算をつけて欲しいです。
○防犯カメラや警察署への直通電話の設置がまだまだ遅れていると感じます。
○警察への通報ボタンや防犯カメラを設置してもらえると、防犯対策にもつながると考える。
○予算の関係でつけたいところにつけられない場所がある。



中学校

高等学校
特別支援学校等

小学校

中学校

○フェンス、柵等の破損箇所についての予算措置等を市町村の財政力にかかわらず、国及び県もに
積極的な支援等を行ってもらいたい。
○古い校舎があるため、北側のアルミサッシ等が腐食が進んで開閉が厳しいが、予算がかかるため、な
かなか改善できていない。

②その他意見

○施設課（教育委員会）においても、たくさんの学校を抱え緊急性の高い箇所からの修繕となってお
り、すべてにまで手が及んでいないのが現状である。
○近隣住民の校内通行が頻繁にあったが、警察署地域安全課からのアドバイスで大分減少した。

○すべての学校への早急な防犯カメラ設置を希望します。抑止力になると同時に犯人特定の手がかり
になるため。
○防犯カメラの設置については外部からの不審者侵入や校内での窃盗防止の効果は大きいものがあ
ると考えられ必要性を感じているが、予算面や設置場所等でなかなか導入が実現しない。職員・生徒
からの声はあるが、まだ設置には至っていない。
○校舎内外に監視カメラが無く、不審者侵入への対応は困難であることが大きな課題。
○防犯カメラを設置したいが予算がない。
○防犯カメラの設置の予算確保をお願いしたい。

○防犯のため「防犯カメラの設置」と「外灯の設置」をお願いしたい。
○防犯カメラが無いため、不審者等が学校敷地内に入った場合特定できない。
○様々な意見があると思いますが、各所への設置が必要と考えます。
○広い敷地だと、管理しにくい所や、死角が多いので防犯カメラの増設を要請したい。
○夜間でも認識できる赤外線カメラの設置を要望。
○プライバシーの問題があるが、防犯上は有効と考える。
○敷地内への出入口が４箇所ある。そこを監視できる防犯カメラが設置出来れば、犯罪予防や防犯
対策につながる。
○防犯カメラは設置されているものの「防犯カメラ作動中」等の表示も必要である。
○防犯カメラの設置は必要だと思います。犯罪の抑制、防止、事件・事故解決に役立つので学校の
主要箇所に設置をお願いしたいです。
○学校周辺の通学路と主要幹線の接点等に設置出来れば効果的と感じる。


